
二
〇
二
三
年
度 

宮
城
県 

仙
台
第
二
高
等
学
校 

同
窓
会
入
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

挨
拶

　

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
・
会
長
の
佐
藤
一
郎
で
す
。
今
日
は
、
わ
た
く
し

の
略
歴
を
も
交
え
て
、
わ
た
く
し
と
、
仙
台
二
高
同
窓
会
と
の
関
わ
り
を
お
話
し
て
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
六
〇
年
ほ
ど
前
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
、
私
は
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
数
学
が
好
き
で
、
矢
野
健
太
郎
の
『
代
数

入
門
』、『
初
等
解
析
幾
何
学
』
を
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
一
頁
ず
つ
読
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
一

方
、
美
術
部
に
入
り
、
美
術
教
師
二
宮
不
二
麿
さ
ん
の
も
と
で
水
彩
画
、
油
画
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
ま
し
た
。
東
北
大
学
工
学
部
を
受
験
す
る
の
か
、
東
京
藝
術
大
学
油
画
専
攻
を

受
験
す
る
の
か
、
二
年
次
の
後
半
に
志
望
校
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
宮
さ
ん
の
強

い
奨
め
も
あ
り
、三
年
次
に
理
科
系
か
ら
文
化
系
の
ク
ラ
ス
に
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
同
時
に
、
応
援
団
副
団
長
に
懇
願
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
阿
部
次
郎
の
『
三
太
郎
の
日
記
』
な
ど
の
文
学
書
、
須
田
国
太
郎
の
『
近

代
絵
画
と
リ
ア
リ
ズ
ム
』な
ど
の
美
術
書
を
読
む
時
間
も
で
き
ま
し
た
。
石
膏
デ
ッ
サ
ン
、

人
物
油
画
の
修
練
に
励
み
、
一
年
浪
人
し
て
、
東
京
藝
術
大
学
油
画
専
攻
に
入
学
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
修
士
過
程
、
研
究
生
を
経
て
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
留
学

生
と
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
美
術
大
学
に
在
籍
し
ま
し
た
。
四
年
後
に
帰
国
し
、
東
京
藝
術

大
学
油
画
専
攻
の
非
常
勤
講
師
、
博
士
課
程
を
経
て
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
常
勤

講
師
と
な
っ
て
、
文
部
教
官
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
に
お
け
る
同
窓
会
活
動
に
は
、東
京
新
宿
で
の
在
京
仙
台
二
高
同
窓
会
懇
談
会「
北

杜
会
」（
主
宰
：
青
山
史
朗
、会
場
：
住
友
ク
ラ
ブ
、一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
九
月
か
ら
始
ま
る
）
が
あ
り
、

一
九
八
四
（
昭
和
五
八
）
年
五
月
、
第
七
一
回
「
洋
画
の
技
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
わ



た
く
し
は
講
演
し
ま
し
た
。
年
配
の
方
々
が
多
く
、
ま
だ
若
か
っ
た
せ
い
か
、
し
ど
ろ
も

ど
ろ
で
あ
り
、
冷
や
汗
を
か
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
同
時
期
、
仙
台
二
高
校
舎
が
新
た

に
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
記
念
に
、
陶
壁
画
『
菩
薩
と
修
羅
』
を
制
作
し
ま
し

た
。
当
時
の
仁
科
博
之
校
長
が
東
京
上
野
の
東
京
藝
術
大
学
に
お
越
し
に
な
り
、
壁
画
制

作
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
、
生
徒
で
あ
っ
た
高
橋
弘
勝
さ
ん
（
第
三
七
回
生
）

が
描
い
た
、
彼
自
身
の
心
の
中
に
あ
る
「
母
な
る
も
の
」
と
「
父
な
る
も
の
」
と
の
葛
藤

が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
水
彩
画
を
原
案
と
し
、
制
作
し
ま
し
た
。
新
校
舎
落
成
記
念
式
典
に

は
、
堀
田
康
哉
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
わ
た
く
し
が
在
籍
当
時
の
小
圷
洋
校
長
、
堀
身
英

学
塾
の
堀
見
宗
男
先
生
の
元
気
な
笑
顔
を
拝
見
し
、
懐
か
し
い
と
同
時
に
、　

嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
当
時
、
仙
台
二
高
東
京
同
窓
会
総
会
は
、
橋
本
保
雄
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
副
社
長
が

先
導
し
て
お
り
、
そ
こ
の
の
大
宴
会
場
で
行
わ
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
盛
大
な
も
の
で
し
た
。

　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
九
月
十
四
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
創
立
百
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
一
世
紀
の
日
本
─ 

若
者
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

─
」
と
題
し
て
、
西
澤
潤
一
（
岩
手
県
立
大
学
学
長
・
中
四
四
回
生)

、
阿
部
博
之
（
東
北
大
学
総
長
・

高
七
回
生)

、佐
藤
一
郎（
東
京
芸
術
大
学
教
授
・
高
一
七
回
生)

、 

浅
野
史
郎(

宮
城
県
知
事
・
高
一
八
回
生)

の
四
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、 

佐
藤
隆
輔(

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
高 

五
回
生)

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昔
日
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
仙
台
二
高
と
は
少
な
か
ら
ず
交

流
が
あ
り
、
わ
た
く
し
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
東
京
藝
術
大
学
教
授
を

定
年
退
職
後
、
五
年
間
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
大
学
院
専
任
教
授
を
務
め
、
そ
の
後
、
郷

里
仙
台
の
東
北
生
活
文
化
大
学
に
美
術
学
部
が
新
設
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
学
長
と
な
っ
て

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
五
年
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

油
画
を
描
く
人
生
に
憧
れ
て
、
東
京
へ
出
て
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
画
家
と
し
て
、
絵



画
研
究
者
と
し
て
、
絵
画
教
育
者
と
し
て
の
歩
み
を
重
ね
て
こ
れ
た
の
も
、
仙
台
二
高
と

い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
に
育
ま
れ
た
か
ら
で
す
。
現
在
、
少
し
で
も
、
そ
の
御
恩
に
報
い

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
壇
上
か
ら
、
ご
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
わ
た
く
し
で
す
が
、
み
な
さ
ん
も
、
同
窓
会
入
会
式
を
起
点
に
、
末
長
く
宮
城
県
仙
台

第
二
高
等
学
校
同
窓
会
を
見
守
り
、
同
窓
会
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を

こ
め
て
、
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
二
月
二
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
縣
仙
䑓
第
弐
高
等
學
校
同
窓
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

會
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



註
１　
「
往そ
の
か
み昔
、
此こ
の
お
や
ま

御
山
を
、
二に
く
わ
う
さ
ん

荒
山
と
書か
き

し
を
、
空く
う
か
い
た
い
し

海
大
師
開か
い
き記
の
時
、
日に
つ
く
わ
う光と
改
あ
ら
た
めた
ま
ふ
。
千せ
ん
ざ
い
み
ら
い

歳
未
来
を

さ
と
り
給
ふ
に
や
、
今い
ま
こ
の
み
ひ
か
り

此
御
光
、
一い
ち
て
ん天

に
か
ゝ
や
き
て
、
恩お
ん
た
く沢

八は
つ
く
わ
う

荒
に
あ
ふ
れ
、
四し
み
ん民

安あ
ん
ど堵

の
栖す
み
か、

穏
お
だ
や
か
な
り

也
。
猶な
お

憚は
ば
か
り

多お
ほ

く
て
、
筆ふ
で

を
差さ
し
お
き置

ぬ
。
あ
な
た
ふ
と
青あ
お
ば葉

若わ
か
ば葉

の
日ひ

の
光ひ
か
り」


